
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開催のねらい 

～事業所の皆様へ～ 

 １年目の新人職員にとって、初めての年度替わりはひとつの大きなターニングポイントになります。慌しく１年が過

ぎようとしている中、新人職員の１年の振り返りは十分にされていますか？新人職員の成長や努力、現在の想いや

次年度以降に対する想いを改めて確認することは人材の育成と確保のためにはとても大切なことです。福祉職とい

う道を歩み始めたばかりの新人職員を、福祉業界の貴重な人材として育てていくための取り組みの一つとして本研

修を御活用ください。 

～新人職員の皆様へ～ 

 約１年間の勤務おつかれさまでした。この機会に自身の１年間を振り返ってみませんか？新人職員として自分らし

く頑張れた方も、たくさん悩みながらここまで歩んできた方も、全ての方が自分を労わり、来年度からも自分らしく

働こうと前向きになれるよう、本研修を開催します。 

 

２．受講対象 社会福祉施設、市町村社会福祉協議会での勤務が１年未満の方（新卒･既卒、職種・役職は問いません） 

 

３．定員      50名程度 

 

４．受講料 

会員・非会員の区分 受講料 

京都府社会福祉協議会 会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、3,000円 

京都府社会福祉協議会 非会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、6,000円 

 

５．プログラム内容 

12:３０～12:55 ZOOM入室・接続確認 

12:55～13:00 開会・オリエンテーション 

13:00～16:00 

  

【講義】 

・新人職員ならではの視点・気付き・強みについて 

・自分らしく働くこと 

16：00～16：30 研修の振り返り（グループトーク）・全体共有 

16:30 閉会・アンケート記入 

※POPカルチャー研修と一部内容が重なる部分があります。 

令和６年度福祉人全力応援隊 

この研修は、きょうと福祉人材育成認証制度の支援メニューです 

～頑張った君へ、感謝とエールの花束を！～ 

新任職員対象 

主催：社会福祉法人 京都府社会福祉協議会  

令和７年３月６日（木）1２：５５～16：30   オンライン（ZOOM）開催 



 

６．講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. オンライン研修についての受講環境 

①PCまたはタブレット  

※1人 1台カメラ・マイク付きの PCを御用意ください。 

②インターネット環境（可能であれば有線 LANの方が安定していると言われています） 

③研修受講の環境（事務所等、周りに人がおられる環境での視聴の際はイヤホンの使用を推奨します） 

 

8．申 込 方 法 等 

（1）申込フォーム（https://forms.gle/4TY5bd5trAUPiS6v5）より令和７年２月３日（月）17：00 までにお申し込みく

ださい。（「京都府社会福祉協議会」ホームページ「募集中の研修」、 

または右のQRコードよりお申込み可能です。）                      

                      

 

（２）申込フォーム記入事項は次のとおりです。 

①法人格②法人名③事業所名④京都府社協会員区分⑤事業種別 

⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号⑨ZOOMURL 送付用メールアドレス⑩連絡担当者⑪受講希望者氏名⑫氏名ふり

がな⑬経験年数⑭職種⑮キャリアアップ研修（初任者）の受講について⑯入職してからこれまでを振り返って、頑

張ったこと・感じたこと 

（３）定員超過のお申し込みがあった場合には、抽選で参加者を選定いたします。受講の可否については、令和７年２

月中旬頃に文書にて御連絡いたします。 

（４）受講料の支払は、受講決定通知書に同封する「ゆうちょ銀行・払込取扱票」により払込手数料ご負担の上、お払込

をお願いします。なお、受講の事前取消しや当日の欠席の場合でも、受講料等はお返しいたしませんので予め御了

承願います。 

 

 

 

本研修に関するお問合せ先  京都府社会福祉協議会 福祉人材・研修センター（研修課） 

       TEL：０７５-２５２-６２９６   FAX：０７５-２５２-６３１２   

          〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375 ハートピア京都 地下 1階 

空閑 浩人氏 同志社大学 社会学部社会福祉学科 教授  

  同志社大学文学部卒業後、一般企業での勤務に就くが、1 年で退職。約 1 ヶ月のニー

トと半年のフリーターの経験を経て、身体障害者福祉施設の職員として働く。働きなが

ら専門学校に通い、社会福祉を専門的に学ぶ。その後、同志社大学大学院文学研究科社

会福祉学専攻に入学。博士前期課程修了、博士後期課程満期退学後、福岡教育大学教

育学部での勤務を経て、2004年 4月より同志社大学で勤務。社会福祉士。博士（社会

福祉学）。 

著書は『自分たちで行うケアマネージャーのための事例研究の方法』（編著 2018年） 

『ソーシャルワーク論（シリーズ福祉を知る２）』（単著2016年）『ソーシャルワークにおけ

る「生活場モデル」の構築』（単著 2014年）（いずれもミネルヴァ書房）など。    


